
オグラコウホネ 
熊本県カテゴリー 

絶滅危惧ⅠＢ類（ＥＮ） 

Nuphar oguraensis Miki 
種子植物 環境省カテゴリー 

スイレン科 絶滅危惧Ⅱ類（ＶＵ） 

選定理由 県内局限、近年減少 

生育環境 河川、湖沼、ため池、水路 
 

生育状況 錦町、あさぎり町で生育が見られる。根茎を分岐させながら広がるため群生するように見えるが、個体数は

必ずしも多くない。あさぎり町（旧深田村）庄屋池の個体数は 20個体以下である。 

生存への 
脅威 

池沼の改修、河川改修、埋め立て、その他（水路改修） 

特記事項 
 

多様性条例（指定希少野生動植物）。 

 

 

※「レッドデータブックくまもと２０１９」より抜粋 

 （県ホームページ：https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/52/50813.html） 

 


